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岸田劉生《南瓜を持てる女》とその画面の縮少

に関する一考察

中田裕子

 ブ リヂス トン美術 館所蔵 の 《南瓜 を持 てる女》(1914年

7月7日 描上 ・ゲ1))は,《 黒 き土の上に立て る女》(fig.1),

100号 の大作《水 浴す る三 人の子供》(同年9、月制作2),焼

失),《 画家 の妻》等 とともに,1914年10月 銀座 ・田中屋 で

開催 され た「岸 田劉生氏作 品第1回 展覧会」に出品 された

作 品である。

 石井柏亭 は,こ の田中屋 の個展 開催 を機 に岸 田の芸 術

に対す る所感 を述べ て見 る気 にな った として,下 記の よ

うに批評 してい る(「岸 田木村両 氏の作 品」『卓上』1914年12

月)。「日本人としては其異様 なポーズに於 て故 更に乳 を露

は した,籠 若 しくは南瓜 を もって土 の上 に立 った女 には

私は 同感す るこ とが 出来 ない3)」と。ここに述べ られてい

る「籠若 し くは南瓜」とは,《黒 き土 の上 に立 てる女》と《南

瓜を持て る女》を差す のであろ う。そ して,「籠若 しくは

南瓜」とい う後先は重要 なこ とであろ うと思われ る。

 《黒 き土の上に立て る女》には,一 重 のよ うな粗衣 を纒

い,右 手で籠を把 えた女が描かれ てい る。 一方,《 南瓜

を持 て る女》には,厚 手の よ うに思 える粗衣(着 物)を 纒

い,骨 太い足で しっか りと大地を踏締め てい る,そ して,

右手 で南瓜を把え,意 味あ りげに左横に延ば した指先 で

宙 を掴 も うとしてい るかに見 える女が描かれてい る。

 岸 田は,1913年7月 に学習院漢学教授小林良四郎の三

女,秦 と結 婚,翌1914年4月 に長女麗子を設けてい る。

《黒 き土 の上 に立て る女》《南瓜を持て る女》は出産後の秦

をモデルに得て制作 された。 この作品の制作については,

結婚 し,一 女 の父親 とな った岸田の環境の変化が大 きな

影響 を及 ぼ しているに違 いない。すなわち,夏 に種を蒔

き(女 の腹部が大 きい ように思え る),秋 にそ の 収 穫 物

――南瓜 を手 に し,そ れ 故にか胸を露に した女が描かれ

てい るのではないか。 この作品は,生 命あ るものを生み,

己が豊か な胸 でその生命 ある ものを育 む,あ るいは育ん

だ力強 い母 なるものを主 題 とした,宗 教的な色彩の濃い

作品 ではなか ろ うか(fig.2)。 同年9月19日,岸 田は《水

浴す る三人 の子供》 の制作 中の雑感 を下記 の ように述べ

てい る。「こういふ方 面に対 する 自分の将 来に 或 る 自信

を前 よ りは っき りさす事が 出来 た4)」と。 さらに,「自分

の經験 した内心の感 じを,人 間 の顔や 肉體 によって抽象
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し,中 央に深 き,そ うして,強 き,善 美 を欲す る人類の

意志を,描 く。 同じ く,偉 大 な人間 によって,抽 象す

る5)」とも,岸 田は述べ てい る。 当時,そ こには岸 田の

宗教的な象徴的意図が確かにあ った と言 えるのではなか

ろ うか。

 若い頃の岸田は父吟香の影響,ま た,早 くにその父 と

死 別 した こと等に よ り,田 村直臣の数寄屋橋教会に通 う。

1906年 岸田は洗礼を受け,そ の 日曜学校の教師にな った。

田村 の長男朋良は,「 あの人が描いたキ リス トやマ リア

像 が巧か った こととい った ら」と述べてい る6)が,こ れ

は,岸 田が画家を志す以前の ことであ る。牧師を志 した

こともあ る岸田に とって,敬 虔な基督教徒 としての信仰

の道が,画 家を志す ことに よって,宗 教的な理想像 を具

現す る芸術,す なわち真な る美を二次元空間に創造す る

とい う思いに転化 してい ったのであ ろ う。「自分 の作 品

には まだ何 と云 って も現世の悪や醜を支配 し切 る力はな

い。永遠 に描いて,永 遠に人 々の心 に生 き得 る光 と愛が

ない。それは 自分の作品に滲で居 る美がまだ如何 に も力

弱 く小 さい ものだか らだ7)」と,岸 田は 《南瓜 を持 て る

女》を描いた2ケ 月後に述べてい る。《南瓜を持 てる女》

には,西 洋におけ る「聖母マ リアの図像」の影響が少 なか

らず あるのではなかろ うか。

 1917年 川幡正 光が,岸 田の鵠沼の家で 《南瓜を持て る

女》を見 ている。その時の ことを,「欄干 に會 て田中屋,

流逸荘等 の個展 で観 た絵 が懸 け列べ てあ っ た。『画家の

妻』とい う南瓜を持 って立 ってい る夫人等 もあった」と回

想 している8)。

 しか るに,1919年4月 京橋 ・日本電報通信社で開 催 さ

れ た 「白樺10周 年 記念主催 岸田劉生作 品個人展覧会」に

《水浴す る三人 の子供》は出品され た が,《 黒 き土の上に

立 てる女》《南瓜 を持 てる女》等 の作 品は出品されな か っ

た。『白樺』(1919年4月)に その理 由を,岸 田は下記の よ

うに述べ ている。「物 の見方が,ク ラシ ックの感化 を う

け過 ぎて ゐて前 の時分 にいろいろ発見 し獲得 したいい処

の ものがかへ り見 られ てゐず,従 って,自 然の追求 とし

て,又 本当の リア リズム として物足 りな く,さ りとて,

そ こに生 きた,本 当の芸術的独立的 な想像 の美があ るの

ではな く,只 クラシックに よって教へ られた,或 る感 じ

を主に して製作 してあ る」(「自分 で踏んで来た道9)」)と。

翌1920年 に上梓 された 『劉生畫集及芸術観』に,岸 田 は

《南瓜を持て る女》等の画家の妻群を,そ し て,《 水浴す

る三 人の子供》も図版 として掲載 しなか った。

 先 に引用 した柏亭の批評の中で,柏 亭は,岸 田の資質

を鋭 く見抜 いてい る。柏亭は 田中屋で 《黒 き土の上に立

てる女》《南瓜を持て る女》《水浴す る三人の子供》を観た。

そ して,ま た下記の ように批評 して い る。「氏の性質は



fig.1《 黒 き土 の上に立て る女》(行方不明) fig.2《 南瓜を持て る女》修理前X線 写真

   この写真 を見 ると,初 めはず いぶ ん

   だ らしな く描かれて いる。上衣が下

   の方 まではだけてい る。

fig.3《 南瓜を持て る女》修理 中 裏打後(耳 を

   伸ば した状態)

fig．4《南瓜 を持 てる女》修理前 左か らの側光

   左右辺の縦 の線 は この画集の図版 に も見 られ る。創形 美

   術学 校の渡辺氏 によれば,こ れ は旧木枠 のあた りである

   との こと。

fig．5《南瓜 を持 てる女》修理 後 裏面赤外線 写真
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之等 の理 想畫的 方面へ向ふであ ら う。私の性質 としては

氏が 引續 いて寫實的 な『冬 の畑』を畫 くことを希望す る。
                  スタイル
(中略)復 興期伊太利 諸家の グ ラ ン ドな様式 の要 求,リ

ューベ ンスの肉づけ と日本 のモチー ヴの混錯 は今 の處 ど

うもまだま とまった一個 の美 を成 さ な い や うに思 はれ

る10)。」(傍点 引用者)

 以後,岸 田は象徴的構想画を制作 してい ない。岸 田の

い うリア リズ ムとは,自 然界の瞬時 の姿を キャ ンバ スと

い う二次元の世界の枠に留め るとい うものではな く,自

我を含めた 自然の意志,す なわ ち,自 然の内に密む確 く

た るその真な る姿を,三 次元空間の ミメイ シスの世界の

中に再現す ることなのであろ う。やは り,岸 田の宗教体

験ぬ きには語れない ものであろ う。田中屋 の個 展あ るい

はそれ以前か ら,「ナザ レか ら,何 の善 き者出でんや11)」

とい う思いを,向 上心 を変る ことな く,岸 田は内に秘 め

ていた と思われ る。つ ま り,洋 画の本場 である彼の地 に,

影 響を与 える ような画家にな りたい とい う。

 さて,《 南瓜 を持 てる女》が展覧会 に出品 され,再 び公

衆 の面前 に姿 を見せ たのは,岸 田の没後1930年 に朝 日新

聞社画廊 で開催 された「岸 田劉生遺作展覧会」であった。

所蔵は岸 田家。

 では,1919年 の個展に 出品 されず,ま た,『 画集』に も

収録 されなか った《南瓜を持て る女》を,岸 田家 では どの

よ うに していたのか。 この作品を岸 田が どの よ うに扱 っ

ていたのかを想像で き うる回想を,棟 方寅雄が してい る。

岸田の鵠沼の家で《水浴す る三人の子供》を偶然見た時の

ことであ る。「劉生には『水浴す る三人の子供』とい う絵

があ って,あ る日何かの拍子で この絵が縁側の隅か ら持

ち出 されていたのを見た ことがあ る。(中略)画 集には省

かれてい る。劉生は この絵が気に入 らないで片づけてあ

るのだ12)」と。 とすれば,《 南瓜を持 て る女》も同 じ よ う

に岸 田が亡 くな るまで片づけ られてあ った筈であ る。

 《南瓜を持 て る女》は,そ の縦 長の画面左右辺約14㎜ の

縮 少がなされていた。本年度 の修復 において木枠 サイズ

を元に復 し,額 を変更 した(「修復 記録 」参照)。

 もし,《南瓜 を持 てる女》の縦長 の画面左右辺約14㎜ の

縮少(fig.3)が 岸 田の意志 によってなされた もので あ る

ならば,そ の時期 は この絵 の完成間 もない頃 であろ う。

 事実,1941年 にア トリエ社 よ り刊行 された 土 方 定 一

『岸 田劉生』に,《南瓜 を持 てる女》は図版掲載 されてい る

が,そ の図版の画面は縮少 されていない(fig.4)。 そ し

て,所 蔵は森村家にな ってい る。

 ところで,1956年 鹿児島市立美術館で開催 さ れ た「森

村 ・松方 コ レクシ ョン岸田劉生辰」に《南瓜を持 て る女》も

出品 されてい る。 この絵が写 ってい る展覧会会場 の記録

写真を見 ると,不 鮮明ではあ るがすでに画面の縮 少がな
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され ている ように思われ る。

 つ ま り,《南瓜 を持 てる女》の縦長 の画面左右辺約14㎜

の縮少は,1941年 以降1967年 までのある時期 に第三者の

手 に より処 置 された もの と思 われ る。

 鹿 児島市立美術館 よ り「森村 ・松方 コレクション岸 田劉生展」
の会場の記録写真 を送付そ して見せていただ きました。記 して

御礼 申上げ ます。
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